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台湾 産 Exthalia 属 タ テハ チョ ヨウ の 1 新種 
白水 隆 り ・ 陳 維 寿 ? 


Enuthalia malapana n. sp., a new Nymphalid butterfly from Formosa 
By TAKASHI SHIROZU and WENSOU CHUNG 


従来 台湾 か ら は 4 種 の Euthaliga 属 の 蝶 が 知ら れ て いた が , 1957 年 の 夏 。 は か ら ず も 著者 の 一 人 , 陳 維 寿 たよ 

っ て 本 属 の 第 5 番目 の 種 が 台中 州 却 社 附近 の マラ ッ パ に お いて 発見 され た . この 標本 に つき 白水 が 研究 し た 結果 , 
と の 種 は 中 部 及び 西部 表 那 より 知ら れる Eathalia の 7 が LEECH に 近 縁 で ある が , それ と は 異 る 別種 で ある と い 
う 結論 に 達し た の で , ここ た を 新種 と し て 記載 公表 する と と と し た . 採集 の 比較 的 よく 行 届 いた 台湾 に お いて 未だ 
(に と の よう な 大 形 の 美衣 種 が 未 発見 の ま ょ 残さ れ て いる と いう と と は むし ろ 選 外 に さえ 感 ぜ れる 所 で , と と た を 人 台 
湾 産 幅 類 の リス ト に 新しい 1 種 を 加え を た と と を 療 び た い . 

















Fig. 1-4. Euthalia malapana SHIROZU et CHUNG, sp. n. (fgs. 1, 3, 8 ; 2, 4, ®) 





1) 福岡 市 大 坪 町 + , 九州 大 学 教養 部 生物 学 教室 . 2) 台湾 台北 市 保安 衡 , 49 一 10. 
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Euthalia malapana SHIROZU et CHUNG, sp. nov. 
マラ ッ パ イチ モン ジ ( 新 称 ) (Figs. 1, 3, 8;2, 4, @) 

oe. 閉 表 . 甚 表 の 地 色 は 喧 緑 褐色 ,『 前 次 後 角 部 及び 後半 外 半 部 は や ヽ 灰 緑色 を 帯び る . 前 翔 前 緑 中 央 部 より 後 
角 部 に 向っ て 前 次 中 央 部 を 斜 向 する 顕著 な 折 帯 が か あり , それ は 僅 に 黄色 を 帯び る . 百 帯 の 前 半 を 形成 する 前 緑 
部 第 6 室 , 第 5 室 及び 第 4 室 の 4 白斑 は や い ヽ 規 則 正 し く 並 び , 前 縁 部 の も の 最小 順次 後方 に 向っ て 大 き さ を 
増し 第 4 室 の も の 最大 . 第 3 室 及び 第 2 室 の 白斑 の 外側 線 は 前 記 白 斑 列 の 外側 線 と 同一 線上 に 並ぶ が , 内 側線 は 
達 に 外側 に づれ る . 第 3 室 白 斑 は 第 4 室 白 よ り 横 人 に 短く , 第 3 室 の 基部 に 近く 大 凡 基 部 より % の 附近 に 位置 
第 2 室 白斑 は 第 2 室 の 略 中 央 部 に 位置 し その 下 便 線 は 第 2 脈 と 平行 せ ず , 下 側線 と 第 2 脈 間 の 距離 は 外側 部 よ 
り 内 側 部 に 向っ て 次 第 に 開く . 第 2 室 白斑 の 基 半 直下 , 第 1 室 の 中 央 部 より 僅 に 外側 に 偽 し て 上 下 に 重なる 横長 
の 2 小 白 荒 が あり , 上 方 の も の は 下方 の も の より 大 形 . 別に 前 凌 甚 端 に 近く , 第 8 室 と 第 6 室 に 各 1 個 の 小 白 斑 
が あり , この 2 百 礁 を 連ね る 線 は 中 央 百 帯 と 略 平行 . 第 8 室 白 斑 は 基部 (に 向っ て と が る 三角 形 , 第 6 室 白斑 は 第 
8 室 の それ より 大 きく 椿 円 形 (その 長 軸 は 翔 脈 と 平行 )、 前 緑 よ り 第 1 室 に 及ぶ 中 央 白 帯 を 形成 する 各 白 工 の 内 側 
及び その 中 の 第 3 室 白 斑 の 外側 は 員 色 鱗 を も っ て 縁取 られ , 第 4 一 6 室 白 区 の 外側 部 に 広い 暗色 部 が ある . 前 閉 
端 に 近い 2 白斑 の 外 促 か ら 外 緑 に 平行 に 走る 吐 色 帯 ( 亜 外 緑 帯 ) は 第 2 室 に まで 達する が , 第 1 室 で は 全く 認 
られ な い . と の 亜 外 緑 帯 は 各 室 毎 に 内 側 に 凹 拓 を 持つ 半月 形 を 早 す る . 中 室 基 部 に 1 黒色 条 (これ は 展 半 し た 状 
態 に お いて 体 軸 略 平行 , 僅 に 後方 に 向っ て 開く ), 中 室 中 央 及び 末端 部 に 夫々 1 個 の 顎 著 な 大 形 の 不 整 形 黒色 円 
環 が あり , その 長 由 は 前 線 線 に 対し て 直角 位置 する . 第 1 室 基部 に や ゝ 鮮明 を 欠く 黒色 の 1 短 条 (これ は 中 室 
基部 に ある 短 条 と 連続 する 位置 を と る ), 基部 近く 第 2 脈 の 派出 点 直 下 ヒ 整形 黒色 円 環 ( そ の 直径 は 大 凡 第 1 室 
の 幅 の 半分 に 等 し く , 上 端 は 第 2 脈 の 派出 点 に 接し 下端 は 第 1 室 中 央 を 横 走 する 鐵 線 に 達する ) が あり , また そ 
の 整形 円 環 の 直下 , 僅 に 外側 に 偏 っ て 横 走 す る 1 黒 条 が ある . 

後半 表 に は 中 央 より や ヽ 外 人 に 偏り 淡 黄 色 を 帯び る 百 帯 が あり , これ は 第 7 室 及び 第 6 室 に お いて 幅広 く 鮮 朋 , 
後方 に 向っ て 急速 に せ ば まり , また その 色彩 も 同時 白色 味 を 欠い 地 色 に 接近 する た め 甚 だ 不明 有 藤 と な り 第 2 室 
に お いて 終る . この 帯状 斑 の 第 5 室 よ り 第 2 室 に 至る 内 側 部 , 第 4 室 より 第 2 室 に 至る 外側 部 は 暗色 鱗 を も っ て 
縁取 られ , また 第 7 室 及び 第 6 室 販 斑 の 外側 に は 更 ら に 淡色 部 が ある の で , この 2 斑 の 外側 に お ける 地 色 と の 境 
界 は 鮮明 を 欠く . 白 帯 の 外側 , 外縁 に 近く それ と 平行 に 走る 亜 外 緑 の 暗 色 帯 か ある が , これ は 各 室 毎 に 分 見 第 
6 室 の も の は 内 側 に 向っ て と が る する どい 矢 常 形 , 第 5 室 , 第 4 室 , 第 3 室 と 次 第 に 角度 は 鈍り 第 1 室 で は 殆 ん 
ど 線 湊 . 中 室内 中 央 部 近く 1 暗 斑 点 , 中 室 来 端 部 に 2 縦 条 が あり , 後者 は 展 圭 し た 状態 に お いて 体 軸 と 略 平行 , 
2 縦 条 の 上 端 は 遊 見 , 下端 に 向っ て 多少 相 接 近 す る . 内 線 部 は 幅広 く 蒼 灰色 を 星 し , 第 1c 室 後 緑 に は 灰 褐色 の 長 
毛 , 第 1b 室 の 外 半 部 (内縁 淡色 部 の 1 部 ) に は 帯 褐 灰色 の 長毛 を 密生 する . 

将 裏 . 地 色 は 黄 緑 色 を 帯び た 灰色 , 前 次 の 外 半 は や ヽ 強 く 褐 色 を 帯び る . 白 区 の 位置 は 表面 と 同様 で ある が 
前 後 翔 共に 翔 の 後半 部 に お ける 白斑 は 目立っ て 大 形 と な り , その 中 で も る 前 翔 第 1 室 の 2 小 斑 が 大 形 の 横 条 斑 と な 
る 点 , 後 凌 中 央 邊 問 の 後 端 部 が 広く 明瞭 な 帯 と な る 点 な ど が 目立つ . 前 次 中 央 帯 を 構成 する 第 6 一 4 室 白 斑 の 内 
側 は 明 朋 に 黒色 鱗 を も っ て 縁取 られ る が 外側 に は 全く この 縁取 り を 和 欠く. 第 3 一 1 室 白 夷 の 内 側 は 広く 昧 色 に 線 
取ら れ そ の 界 は 鮮 只 , この 黒色 部 の 内 側 は 次 第 に ぼけ て 地 色 に 移行 する . 第 3 室 百 竹 の 外側 に の みや ぇ ょ 狭い 黒 
色 の 緑 取り が 認め られ る が , 他 の 第 1 一 2 室 白 区 の 外側 に は この 縁取 り は 殆 ん ど 認 め ら れ な い . 前 次 殖 表 の 亜 外 
緑 祭 に 相当 する 位置 顕著 な 黒 条 が 走る が , これ は 表面 に お ける と は 反対 に 後 炎 に 向っ て 強く あら われ , 第 5 一 
6 宏 で は 消失 , 第 4 室 より 後方 に 向っ て 次 第 に 強まり 第 1 室 に 下っ て 最大 と な る . こと の 黒 条 は 地 色 と 同色 の 翔 有 
に よっ て 各 室 毎 に 分 断 さ れる . 後半 白 帯 を 構成 する 第 6, 7 室 白 斑 の 大 き さ は 略 表面 と 同様 で も る が , それ より 
後部 に 向っ て 表面 より 銘 に 大 きく あら われ 且つ 明瞭 , こと の 百 帯 の 内 側 全部 及び 第 2 一 4 室 白 帯 の 外側 は 資 緑 褐 色 
鱗粉 を も っ て 縁取 られ る . 外縁 と 平行 に 走る 後期 亜 外縁 帯 は 黄 緑 褐色 , 前 半 部 不明 典 , 後半 部 に 至っ て 明瞭 と な 
る . 後半 基 部 中 室内 に 体 軸 に 略 平 行 な 不 整 形 時 円 環 。 同じ しく 中 室 端 に 体 軸 平行 な 2 縦 黒 条 (こと れ は 第 5 室 基 部 
の 乱 条 と 共に 中 室 端 横 脈 部 を か と や 不 完全 な 縦長 時 円 環 を 形成 する ), 第 6 室 及び 第 7 室 基 部 に 棒 円 形 円 環 が あ 
り , 後者 は 前 者 より 閣 に 大 形 . これ ら 後 翔 基部 の 1 環 群 は 中 室 端 の も の を 除き 翔 表 で は 認め られ な いも の で ある 
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$. 諸 形 と が り , や 、 ヽ 小形. 


前 翔 長 


産地 : 


トブ 


合 薄 (中 部 山地 う . 


閉 の 百 斑 は ? に 較べ て や 小さ さく, 
: 50mm (@), 42mm (8). 
完 模 式 標本 ? , 別 同 地 模式 標本 8, 


台湾 台中 州 霧 社 附 近 の マラ ッ >*, 


諸 下 の 百 斑 は 強く クリー ム 色 を 帯び る . 


1. vii. 1957, 陳 維 友 採集 . 


王 浴 産 皮 知 の Euthalia 属 の 中 で は ダイ トウ イチ モン ジ の ゃ が 本 新種 に 最も 斑紋 が 類似 し て いる の で 参考 まで に 
その 事 要 な 差異 点 を 表 に し て 示し て お く . 


本 種 は 中 部 及び 西部 支那 産 の 選 . yg77 LEEcH に 最も 近 縁 と 思わ れる が , 


人 台湾 産 の 標本 の みなみ を 主として 対照 と 


する 本 孝 の 同好 者 に は その 区 別 点 を 知る 必要 は 比較 的 に 少 い も の と 考え た の で , それ は 英文 摘要 中 に 記述 し た . 



































無 (表裏 共 ) 





重なる 横長 の 2 碧 斑 が ある . 


So 種 名 | た RS SHIROZU et ie SD. n. 万 . kosempona FRUHSTORFER 
形 質 Se マラ テッ パイ チ モ シ ンジ @ ダイ トウ イチ モン ジ ®@ 
1) 大 き き 太 形 (前 類 長 50 mm): 前 種 より 小形 (41 一 45 mm). 
2) 贅 形 前 其 再 及び 前 其 修 朋 は 強く と が る 端 及び 前 甚 後 角 は 途 に 円 い . 

3) 前 甚 第 2 室 白 | 百 意 の 位置 は 第 2 室 の 略 四 央 , 正 堪 の 後 OE 
斑 の 状態 昭 に 偏 し , 百 麗 の 後 継 線 は その 全線 に お い 
( 表 可 共 ) | 緑 線 は 第 2 頻 と 平行 で は な い . て 全う 也 E 接 す の 
4 前 知 第 1 室 に | 第 1 室 中 火 よ り 借 に 外側 に 偏 し て 上 下 に 明生 ー 

お ける 白 辛 の 有 6 SO 





5) 前 次 亜 外 緑 吐 


前 次 中 央 白 帯 に 人 銘 に 近接 し , 特に 第 2 室 


























色 帯 の 位置 前 閉 中 央 百 帯 よ り 遠 く く 離れ る . 
(表裏 共 ) に お いて 百 帯 の 外側 に 接する . 
- 中 央 帯 は 吐 色 の 地 色 を も っ て 明瞭 に 縁取 
9 の 2 愉 CR DELCLUOTU 
さや ・ 計 
7) 後 閉 中 央 帯 の 第 7 室 前 綴 よ り 第 2 室 に 豆 り 連続 する 幅 第 7 室 或 は 第 6 室 よ り 第 2 室 に 理 る 各 室 
状態 (裏面 ) 広い 白色 淀 と な る . に 輸 記 明 隊 な 小 白 頑として あら われ る ・ 
38) 後 閉 亜 外縁 帯 組 い 黄 緑 褐 色 帯 , 前 部 杯 明瞭 ( 殆 ん ど 消 幅広 いや ヽ 不 明 膝 な 暗 緑 帯 。 各 室 の 中 天 
失 ), 後方 に 向っ て 明瞭 と な る . 中 
の 状態 (裏面 ) NN な い . MM 店 に 暗色 点 斑 を 具 え る . 
9) 前 贅 端 に 近い 第 8 室 斑 は 極め て 小形 , 黄色 乃至 淡 黄 色 
2 白斑 の 状態 表面 と 大 き さ , 色彩 は 同様 , 白色 . を 星 す る の に た 対し, 第 6 室 斑 は 著しく 大 
(裏面 ) 形 , 純白 で その 対比 が 目立つ . 














Resume 


Euthalia malapana SHIROZU et CHUNG, sp. nov. (Figs, 1, 3, 8 : 2, 4 ®) 
This new species most closely resembles Euthalia pratti LEECH, 1891 from Central and Western 
China, but in comparing with the original description and an accurate, fine figure of the latter shown 
by LEECH (Butt. China, Japan and Corea, pl. 21, fig. 5, 9 , 1892), the following differences are noticeable. 


1) 


The whitish spots in spaces 6, 5 and 4, forming the central fascia of forewings, are placed 


more proximally, in consequence these spots (especially of space 4) are more closely situated near 
the end of the discoidal cell than in compared species. 

2) In forewings, the whitish spot in space 4 is much larger than that of space 5, while in pratti 
those are in reVerSse. 


3) 


while in fatti they are entirely absent. 
4) The central fascia on upperside of hindwings is broader in spaces 6 and 7, and narrowed 


In space 1b of forewings, two small longitudinal white spots are present in this new species, 


more rapidly towards the posterior part than in compared species. 


Length of forewings : 50 mm (9®), 42 mm ($). 


Habitat : Formosa. 


Holotype ®, allotopotype 8 る , Malapa near Musha, Central Formosa, 1. vii. 1957, Wensou Chung leg. 
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